
 

 

別紙１  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

府 中 市 立 府 中 第 三 小 学 校 改 築 に 伴 う 基 本 設 計 

＜ 概 要 版 ＞ 

 

令 和 4 年 3 月 



 

 

 

目次 

１ 基本方針 ……………………………………………… 1 

２ 敷地概要、計画概要 ………………………………… 2 

３ 配置計画 ……………………………………………… 3 

４ 平面計画 

(1) 1 階平面図  ……………………………………… 4 

(2)  2 階平面図  ……………………………………… 5 

(3)  3 階平面図  ……………………………………… 6 

５ 立面計画、断面計画 ………………………………… 7 

６ イメージパース ……………………………………… 8 

７ 環境・省エネルギー配慮計画、防災計画 ………… 9 

８ 設備計画 ……………………………………………… 10 

９ 工程計画、建て替え計画、概算工事費 …………… 11 



1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本方針 

府中第三小学校の基本設計は、府中市の上位計画である「府中市学校施設改築・長寿命化改修計

画」に示した「学校施設の全体整備方針」を具現化し、「府中市立府中第三小学校改築に伴う基本計

画」に示した「基本計画の基本方針」に基づき、同校の立地環境や学校の歴史・伝統文化・地域と

のつながり・教育の特色などの独自性をいかせる設計とします。 
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■「府中市学校施設改築・長寿命化改修計画」に示した「学校施設の全体整備方針」 

 

 

■「府中市立府中第三小学校改築に伴う基本計画」に示した「基本計画の基本方針」 

 

 

・温かみと落ち着きのある空間づくりや、環境面に配慮した木材を使用した校舎とします。 
・運動会、音楽会等の学校活動や地域の活動が見学しやすい施設を検討します。 

・地域や卒業生が大切にしてきた伝統や特色を継承し、愛され続ける施設とします。 
・コンパクトな施設の中に、豊かな学習・生活・交流空間を形成します。 

・一人一人の居場所づくりを丁寧に行い、児童・地域・教員が生き生きと輝く学び舎を形成します。 

(1) 安全・安心な学校 

① 窓からの転落を防ぐ安全対策を行います。 

② 建物内外の視認性を確保し、校内へのアプローチを限定するなど、防犯に配慮した設計とします。 

(2) 健康で快適な学校 

① ハイサイドライト等を設けることで、自然採光や通風に配慮します。また、断熱や吸音性能を確保します。 

② 内装に木材等を活用し、温かみのある教育空間を実現します。 

③ エレベーター、バリアフリートイレ（みんなのトイレ）の設置や、各フロアで段差のない計画とするなど、バリアフリ
ー化を図ります。 

④ 誰もが分かりやすい配置及び大きさのサインの設置や、落ち着きのある色彩計画を行います。 

■府中第三小学校の整備方針 

 １ 子供たちが毎日を健康で安全・安心に生活し、学ぶことができる学校施設 

２ 子供たちが生き生きと学び、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和のとれた「生きる力」を 

身に付けられる学校施設 

(3) 学習環境の充実 

① 教室の壁面 3 面を板書できるようにし、教室を学習空間として整えます。 

② 発表の場となる学習ラウンジを設けるなど、施設全体で多様な学習活動を促す工夫を行います。 

③ 施設全体に多様な学習活動を支える家具やＩＣＴ環境を整え、協同学習や発表活動等に取り組める教育空間とします。 

④ 現在より広い校庭を整備するとともに、校舎の陰になりやすい部分は雨や雪に配慮し、全天候型舗装を整備します。 

⑤ 体育館は、コート周りにゆとりを確保し、子供たちが伸び伸びと安全に活動できるようにします。 

⑥ 特別支援教室は、落ち着いて学べる環境を整備します。 

⑦ 教室周りには、児童が落ち着けるスペースを設けます。 

⑧ 児童が気軽に訪れやすい校務センターや保健室、相談室とします。 

３ 学校と地域が連携、活性化し、地域で子供たちを育てていくことができる学校施設 

(4) 子供たちの成長を支える学校 

① 「桜の森」の再整備や、既存の桜や樹木・記念碑等を可能な限り継承します。 

② 日常執務や作業、情報交換、授業・教材研究・教材作成等が行いやすい校務センターとします。 

③ 校長や副校長、教職員が連携・情報交換を行いやすい校務センターとします。 

(5) 地域コミュニティの拠点となる学校 

① 体育館や家庭科室、和室、多目的ルーム等を地域開放しやすいゾーニング計画とします。 

② 児童や地域の方々が郷土の歴史に触れる・交流することができる空間を整備します。 

③ 地域開放ゾーンをそのまま避難所ゾーンとすることで、地域住民が日常的に使い勝手を理解し、避難所開設や運営をス
ムーズに行えるようにします。 

４ 地域の方々が生涯学習・文化・スポーツ活動の場や災害時の避難所の役割を通じて、地域コミュニ 

ティの拠点となる学校施設 

５ 公共施設の一つとして、施設の総量抑制や圧縮、財政バランスの維持に向けた手法の検討などの公 

共施設マネジメントの取組を推進する学校施設 

(6) 持続可能な学校整備 

① 建設費と建設後の維持管理費や更新費を総合的に捉えて仕上げや設備などの仕様を決定します。 

② 普通教室の大きさなど、府中市学校施設改築・長寿命化改修計画に基づいた各室計画とします。 

③ 勾配屋根の採用や設備配管スペースの集約配置など、維持管理費の低減を図ります。 

(7) 将来の人口動態などに柔軟に対応できる学校 

① 児童数が増加傾向にあることから全体クラス数 29 教室の計画とし、１学年５クラスになるまでの間、空いた教室を有
効活用できる計画とします。 

６ その他 

(8) 環境に配慮した学校施設 

① 断熱性能を確保することで、省エネルギーで快適な室内環境を保てるようにします。 

② 太陽光や雨水・通風などの自然エネルギーをいかした施設とします。 

③ LED 等の省エネルギー性に優れた機器や設備を効果的に採用します。 

④ 消費エネルギーの見える化を図り、環境学習の教材として活用できるようにします。 

基
本
設
計
へ
の
反
映 

子供たちが毎日を健康で安全・安心に、生活し学ぶことができる学校施設

① 子供たちの安全性に配慮した学校施設を整備します。
② 十分な防犯性を備えた安心な施設環境を確保します。

① 採光、通風、換気、温度、遮音性等に配慮し、健康で快適な学習環境を整備します。
② 温かみのある、落ち着いた空間づくりに配慮します。
③ ユニバーサルデザインに配慮し、誰もが使用しやすい環境を整備します。

子供たちが生き生きと学び、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和のとれた「生きる力」を身に付けられる学校施
　設

① 一人一人に応じたきめ細やかな学習指導や複数の学級での学習・交流活動ができるよ
　う、多様な学習形態に対応出来る学校施設を整備します。
② 子供たちが主体的・対話的で深い学びができる学習環境を整備します。
③ 子供たちの体力や運動技能の向上に資するよう、運動のしやすさに配慮した学校施設を
　整備します。
④ 特別支援教育を推進し、一人一人の教育的ニーズに対応できる多様な学習環境を整備す
　るとともに、誰もが相互に理解し学び合うことができる環境を整備します。

学校と地域が連携活性化し、地域で子供たちを育てていくことが出来る学校施設

① 学校と家庭や地域との連携・協働が図れる環境を整備します。
② 各学校の地域の特色や独自性をいかし、愛着の持てる学校施設を整備します。
③ 教職員がそれぞれの力を発揮し互いに連携し合える、働きやすい環境を整備します。
④ 学校管理職がリーダーシップを発揮し、学校経営のしやすい環境を整備します。

地域の方々が生涯学習・文化・スポーツ活動の場や災害時の避難所の役割を通じて、地域コミュニティの拠点となる学
　校施設

① 地域住民の生涯学習･文化･スポーツの拠点となるよう、学校施設の有効活用を図ります。

② 災害時の避難所運営を踏まえた施設の整備を行います。

公共施設の一つとして、施設の総量抑制や圧縮、財政バランスの維持に向けた手法の検討などの公共施設マネジメント
　の取組を推進する学校施設

① 計画的かつ確実に老朽化対策を実施するため、長期的な財政見通しを考慮し、財政負担
　の軽減に努めた学校施設を整備します。
② 改築を実施した学校の状況を点検・評価し、結果を踏まえた学校施設を整備します。
③ 施設環境の良好な維持と維持管理コストの低減が図れるよう、改築実施後のメンテナン
　スに配慮した学校施設を整備します。

① 将来の人口動態などに応じて、各教室や建物などを他の用途に転用しやすい学校施設を
　整備します。

その他

(6)持続可能な学校整備
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(8)環境に配慮した学校
    施設

① 省エネルギー・省資源型の学校施設を整備します。

(7)将来の人口動態など
　 に柔軟に対応できる
    学校

(4)子供たちの成長を支
　 える学校

4

3

(5)地域コミュニティの
　 拠点となる学校
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1

(1)安全・安心な学校

(2)健康で快適な学校

2

(3)学習環境の充実
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■敷地概要 

計画地       東京都府中市片町３丁目５番地 

敷地面積      24,336㎡（府中第三学童クラブを含む。） 

法定建ぺい率    60％ 

法定容積率     200％ 

■法的規制 

区域指定      都市計画区域 

用途地域      第一種中高層住居専用地域 

防火指定      準防火地域 

高度地区      第二種高度地区 

地区計画      なし 

日影規制      5m/3時間 - 10m/2時間（測定面4m） 

■改築計画施設の規模 

延床面積      約 11,000㎡ 

          附属建物（屋外倉庫、屋外トイレ等） 

階  数      3 階建て 

構  造      鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

■構成諸室 

校舎ゾーン     普通教室（普通教室（29教室）、学習室） 

          メディアセンター 

          特別教室（理科室、音楽室、家庭科室、図工室、多目的特別教室） 

特別支援教室 

          管理諸室（校務センター、学校経営ルーム（校長室）、用務員室、保健室、 

印刷室、職員更衣室、放送室、配膳室、相談室、多目的ルーム、 

和室、会議室、PTA室、倉庫等） 

          共用諸室（トイレ、更衣室） 

学童・プールゾーン 学童クラブ、放課後子ども教室、トイレ、更衣室、屋上プール等 

体育館ゾーン    アリーナ、器具庫、防災倉庫等 

附属建物      屋外倉庫、屋外トイレ等 

 

２ 敷地概要、計画概要 
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府中第三小学校区（出典：「府中市公立学校学区域図」） 

計画地 
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３ 配置計画 

配置計画では、敷地を有効的に活用した学校づくりを行いま

す。 

・ 敷地南側に校舎を集約して配置することで、北側に既存より

も広くゆとりのある校庭を計画し、教育環境の向上を目指しま

す。 

・ 敷地の西側、北側、東側については歩道を整備することで、

近隣住民の通行や登下校時における児童の安全性を確保しま

す。 

・ 敷地南側の中央にある正門から校庭がまっすぐ見渡せる位置

にみんなの道（ピロティ空間）を設けることで、日常における

鎌倉街道からの校庭の見通しに配慮するとともに、昇降口に面

した屋根付き屋外スペースとして、児童が利用しやすい計画と

します。 

・ 敷地南側には、あそび広場を設け、遊具等を整備します。ま

た、正門近くに多目的広場を設け、子供たちや地域の活動に加

え、災害時に利用しやすい計画とします。 

・ 敷地内の車両乗り入れエリアを最小限とし、歩車分離に配慮

した計画とします。給食搬入の車両動線は校舎西側、来校者用

は校舎東側のサービス門からとし、児童の動線と明確に区分し

ます。 

・ 多摩川氾濫時の浸水が想定されることから、受水槽等を2階

以上の高さに設ける計画とします。 
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■配置計画の考え方 

敷地外周の緑化 

敷地外周を積極的に緑化し周
辺環境との調和を図ります。 

校舎ゾーン 学童ゾーン 

（屋上プール） 

体育館ゾーン 

屋外倉庫 

体育倉庫と地域団体倉庫を併
設し、校庭開放に配慮した計画
とします。 

校庭 

校庭 
（全天候型舗装範囲） 

みんなの道 

（ピロティ） 

正門 
サービス門 

西門 

畑 

屋外 
WC 

屋外 
倉庫 

駐輪場 

駐輪場 

LPG ﾀﾝｸ 

東門 

都市計画道路計画ライン（府中都市計画道路 3・4・6 号） 

サービス門 

全天候型舗装 

校舎の日影の影響がある校庭
の一部を全天候型舗装とし、水
はけが良く、降雨・降雪後にも
すぐに活動ができる校庭を整備
します。 

多目的広場 

あそび広場 

あそび広場 

遊具やベンチを整備し、児童
が地域に見守られながら遊べ
る、安全安心な広場を整備しま
す。 

おとぎ山 

多目的広場 

授業や学校開放等に利用でき、災害時
には防災広場として活用できるよう整備
します。 

配膳 
搬入口 

昇降口 

来校者 
職員 
玄関 

地域
玄関 

防災
備蓄 

駐 
車 
場 

学童クラブ 
玄関 

放課後 
子ども教室 

玄関 

【凡例】 

児童出入口 

地域・来校者出入口 

車両出入口・搬入口 

児童動線 

車両動線 

敷地境界線 

フェンス等 

歩道整備範囲 

市
道

4
-
1
5
2
号
 

市
道

4
-
1
5
3
号
 

JR（南武線） 

都道 主要地方道 18 号（鎌倉街道） 

（転回スペース） 

東門 

地域の方々が通行可能な自主
管理歩道を整備し、東門を設け
ることで、周囲から学校にアク
セスしやすい計画とします。 

転回スペース 

バスの転回に利用するほか、
臨時の駐車スペースとして活用
します。 

水路 

駐車場 

駐車場は建物東側にまとめて
配置します。 

西門 

分倍河原駅にアクセスし
やすい交差点の角に西門を
整備します。 

地域利用・来校者動線 

防球ネット 

ウッドデッキ 
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４ 平面計画 
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(1) １階平面図 

配膳 
搬入口 

【凡例】 

休憩室 

保健室 

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 

放送室 
学校経営 
ルーム 
(校長室) 

校務センター 

相談 
室 1 

相談 
室 2 

職員 
ＷＣ 

印刷室 

家庭科室 

配膳室 

ごみ置場 

図工 
準備室 

図工室 音楽室 1 音楽室 2 

楽器庫 

音楽準備室 

ＷＣ 
階段 1 

昇降口 

多目的 
ルーム 

地域 
ラウンジ 和室 

会議室 
学校 
支援 
室 

家庭科 
準備室 

ＰＴＡ 
室 

用務 
員室 

 

放課後 

子ども教室 

倉庫 

ＷＣ ＷＣ 

ＷＣ 

児童用更衣室(男) 

児童用更衣室(女) 

器具庫 3 

アリーナ 

器具 
庫 1 

器具 
庫 2 

防災備蓄倉庫 

育成室 4 

育成室 3 

育成室 2 

育成室 1 

事務室 

ホール 

和室 
ｺｰﾅｰ 

倉庫 

階段 2 

みんなの道 
（ピロティ） 

普通教室 

管理諸室 学童+  
放課後子ども教室 

共用諸室 

児童出入口 

地域・来校者出入口 

特別教室 

体育館・プール 

教職員の協働を支える校務センター 

機能的で様々な交流が促される執務・作
業空間とします。 

相談 
室 3 

ＷＣ 

地域連携を支える多目的ルーム 

和室と多目的ルームが一体的に利用
可能で、災害時も有効に活用できる計
画とします。 

多目的に利用できるみんなの道（ピロティ） 

校舎の中央に屋根付きの屋外スペースを設け、様々な学校行事や地
域の活動のほか、災害時も有効に活用できる計画とします。 

 

スムーズに移動できる昇降口 

各学年から校庭へ移動しやすい位置
に設けます。 

EV 

バリアフリーに配慮した学校 

各階に着床するエレベーターを
設置し、バリアフリーに配慮した計
画とします。 

地域 
玄関 

郷土 
歴史 
ｷﾞｬﾗﾘｰ 

地域ラウンジ 

地域玄関からアクセスしやすく、アリーナ
に近い位置に配置された、児童・地域のため
のホール空間として整備します。 

学童クラブと連携できる放課後子ども教室 

隣接配置することで学童と連携・交流しやすいように
します。 

家庭科室 

畑と行き来しやすいみんなの道に面した位置に 
配置し、地域開放利用しやすい計画とします。 

上下足兼用通路 

校舎棟の西側と東側の行き来を考慮
し、上下足兼用の通路を設けます。 

郷土歴史ギャラリー 

児童や地域の方々が郷土の歴史に触れる・
交流することができる空間とします。 

地域開放ゾーンの 
セキュリティ区画 

N 

職員 
更衣室 

地域 

器具庫 

みんなのトイレ 

みんなの 
トイレ 

 

みんなの 
トイレ 

 

和室 
ｺｰﾅｰ 

4 

地域開放ゾーンの 
セキュリティ区画 

来校者 
玄関 

放課後子ども教室玄関 

学童クラブ玄関 

ス
テ
ー
ジ 
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(2) ２階平面図 

特別支援教室 学習室 メディアセンター 多目的 
特別教室 

配膳室 ＷＣ 階段 1 

テラス 

吹抜 
(内部) 

理
科
準
備
室 

理科室 

ＷＣ 

ＷＣ 

ＷＣ 

空調機械室 1 

アリーナ上部 

ス
テ
ー
ジ 

上
部 

 

屋外機置場 

階段 2 

「学校」の中心となるメディアセンター 

各学年ゾーンからアクセスしやすい学校の中央部
に計画します。 

学習室 

器具庫 

プール 
機械室 

小プール 

大プール 

屋上プール 

監
視
室 

屋外機置場 

空調 
機械室 

2 

教材 
室 

備蓄 
倉庫 

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 

ＷＣ 階段 3 

普通教室 

低学年学習ラウンジ 

１学年全員が集まることのできる
広さを確保した学習、交流空間とし
て整備します。 

落ち着いて学べる特別支援教室 

人通りの少ない校舎角部に配置し、落ち着
いた環境とします。 

学年のまとまりを確保した教室配置 

学年のまとまりを確保するとともに、2 学
年分の教室を隣接させることでクラス数の変
化に対応しやすい教室配置とします。 

プール 

深さの異なる大プール・小プールを整備し、プール
サイドに日よけ用の庇（ひさし）を設置します。 

学習ラウンジ 学習ラウンジ 

フレキシブルな多目的特別教室 

第二理科室・第二図工室として利用できるように、
フレキシブルな室内レイアウトを計画します。 

多目的広場からアクセスできる屋上テラス 

敷地南側に広がる田園や山並みといった、学校から望め
る現在の風景を大切にし、集える場として整備します。 

N 

EV 

倉庫 

児童用 
更衣室 

【凡例】 

普通教室 

管理諸室 学童+  
放課後子ども教室 

共用諸室 特別教室 

体育館・プール 

更衣室 

上
部
庇 

上
部
庇 

みんなの 
トイレ 

 

ＷＣ 

5 

バルコニー 
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(3) ３階平面図 

学習室 

学習ラウンジ 

配膳室 ＷＣ 
階段 1 

吹抜 
ＷＣ 

ＷＣ 

設備スペース 

アリーナ上部 

階段 2 教材 
室 

児
童
用
更
衣
室 

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 

ＷＣ 階段 3 

普通教室 

教材 
室 

学習室 

学習ラウンジ 
教材 
室 

教材 
室 

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 

多様な学習活動を促す学習ラウンジ 

中、高学年学習ラウンジは、１学年全員が集ま
ることのできる広さを確保するとともに、板書ス
ペースを設けるなど、少人数学習等で利用可能な
計画とします。 

大階段 

３階には、４学年の普通教室が配置され
ているため、大人数の移動に配慮した大階
段を設けます。階段状のスペースを活用し、
学習や交流に利用できる計画とします。 

N 

EV 

クールダウンスペース 

一時的にクラスから離れ、落ち着くこ
とのできる小スペースを設けます。 

【凡例】 

普通教室 

管理諸室 学童+  
放課後子ども教室 

共用諸室 特別教室 

体育館・プール 

みんなの 
トイレ 

 

6 



7 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 立面計画、断面計画 

07 

豊かな表情を持つ外観デザイン 

外装の一部に木質系の色彩の材料を用いることで、児童や地域の
方々が親しみやすく、温かみのある外部環境を作ります。 

街並みと調和する色彩計画 

外壁は明るい白をベースとしな
がら、コンクリート打ち放し仕上げ
等、落ち着きのある色彩計画とし、
街並みとの調和を図ります。 

A-A’断面図 

北側立面図 

南側立面図 

西側立面図 東側立面図 

断面位置 




